
橋梁包括維持管理業務委託に係る公募型プロポーザル 

質問に対する回答書 

 

盛岡市橋梁包括維持管理業務委託公募型プロポーザル実施要領（以下、「実施要領」という）

８の規定に基づき提出のあった質問に対する回答は、次のとおりです。 

 

① 評価基準では、業務実績がない場合「加点しない」となっています。 

業務実績が無い場合、加点はされないが、参加は可能という認識で良いでしょうか。 

② 業務実績に「同一の”市町村”が発注した」と記載がありますが、特別区（例えば、東京

都中央区など）も該当するという認識で良いでしょうか。 

③ 本業務委託は、設計共同体での参加は可能でしょうか。 

④ 加点要素の「１つの業務として実施した実績」は「 一の市町村が発注した橋梁長寿命化

修繕計画策定(改定含む)及び橋梁定期点検及び橋梁補修設計の３業務を１つの業務と

して実施した実績」という認識でよろしいでしょうか。 

⑤ （様式第３号）業務実績書、（様式第５号）予定技術者経歴書（管理技術者）、（様式第７

号）予定技術者経歴書（主たる担当技術者）へ記載出来る実績の上限はございますでし

ょうか。 

⑥ 「一の市町村が発注した橋梁長寿命化修繕計画策定(改定含む)及び橋梁定期点検及び

橋梁補修設計の３業務を１つの業務として実施した実績」は件数の数え方として２件と

いう認識でよろしいでしょうか。 

⑦ 管理、照査、担当者技術者の配置人数は各何人まで配置可能であるのか。 

⑧ 参加申請書の各書類（様式第１～７号）は何枚まで使用可能であるのか。 

⑨ 主な担当者は１名という理解でよろしいでしょうか。 

⑩ 業務実績について、テクリス登録が無い場合でも、その他資料で業務に関わったことが

確認できる場合は、業務実績として認められるのでしょうか？ 

もし認められる可能性がある場合、具体的にどのような資料を提出すれば良いでしょう

か？ 

⑪ 「盛岡市橋梁包括 維持管理 業務委託公募型プロポーザル実施要領」p5(2)④では、評

価テーマについては、「各テーマ１ページ以内」と記載がありますが、配布された「（様

式第 11 号）評価テーマ２」の注１）には、「・・・2 ページ以内・・・」と記載があり

ます。どちらが正しいでしょうか。 

 

 



回答 

① 本業務への参加には、プロポーザル実施要領「３提案者の資格要件」を満たす必要があ

ります。 

② 特別区も該当します。 

③ 本市では、業務委託に関しては設計共同体の参加を認めておりません。 

④ 加点要素の「１つの業務として実施した実績」は、以下の（１）または（２）の実績と

なります。 

（１） 橋梁長寿命化修繕計画策定(改定含む)と橋梁定期点検 

（２） 橋梁長寿命化修繕計画策定(改定含む)と橋梁補修設計 

⑤ 上限はありません。 

⑥ 数え方は１件になります。 

⑦ １名まで配置可能です。ただし、配置者の変更届を提出いただき、変更することは可能

です。 

⑧ 参加申請書の各書類（様式第１～７号）について、枚数制限はありません。 

⑨ 主な担当者は１名です。 

⑩ プロポーザル実施要領「３提案者の資格要件」を満たしている場合には、テクリス登録

が無い場合でも業務実績として認めます。提出書類は、契約書の写し若しくは履行証明

書（任意様式）を添付してください。 

⑪ 「盛岡市橋梁包括 維持管理 業務委託公募型プロポーザル実施要領」p5(2)④に記載し

てます「各テーマ１ページ以内」が正しいです。様式 11 号 注１）に記載の「・・・2

ページ以内・・・」は「・・・１ページ以内・・・」と読み替えてください。 


